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Ａ．研究目的 
  AYA世代がん患者に対するがん・生殖医療提供
体制の全国展開を目的とし、岐阜モデルでの問題
点や課題の検証、啓発活動および人材育成を行う
ことを目的とする。 
 
Ｂ．研究方法 
 大規模調査において、生殖小班が担当した質問項
目を中心とした妊孕性に関する結果解析により、ネ
ットワーク構築地域と非構築地域での差異を解析。 
 岐阜県がん・生殖医療ネットワークセミナー（1
/27）での議論を通した課題抽出と啓発活動を行な
った。 
 岐阜県がん生殖医療ネットワーク参加者の継時
的変化、岐阜大学病院がん・生殖医療相談外来への
相談患者の傾向の解析 
 岐阜モデルの質的向上を目的とし、市民公開講座
での講演、看護師・相談員のセミナー参加支援を行
なった。 
 
Ｃ．研究結果 
 大規模調査の生殖小班担当部分を中心とした結
果解析では、ネットワーク構築地域と非構築地域に
おける情報提供に関して、がん治療医のの実施、患
者の被実施を比較したが、ネットワーク構築地域に
限定した場合の回答数が少なく、差異を認めなかっ
た。一方、専門医調査において、ネットワーク構築
での医療連携活用した妊孕性に関する情報提供実
施が有意に多かった。 
 岐阜県がん・生殖医療ネットワークセミナーでは
県内および近隣他県から、毎年70名を超える関係者
の参加を認め、当初医師をスタートした勉強会も、
看護師・相談員、薬剤師など幅広いヘルスケアプロ
バイダーへの広まりを認めている。 
 岐阜県がん・生殖医療ネットワークを構成してい
る岐阜大学病院において、岐阜県内および愛知県西
部地方を中心に毎月３名程度の情報提供受診者の
需要があった。また、男性受信者は近隣施設からの
紹介が主体で、女性は県外からの紹介患者が1/3程
度を占め市内および近隣都市からの紹介は約半数
であった。一方、情報提供体制に関しては、説明担
当者が当初の医師1人体制から、医師と看護師２名
による情報提供と心理支援体制と改善を達成した。
また、担当医師は２人、看護師は４人と増加した、
看護師２名は不妊コーディネータの資格取得をし
た。 

 
Ｄ．考察 
 大規模調査において、患者およびがん治療従事者
におけるがん・生殖医療連携の整備に関するニーズ
は高かった。また、岐阜モデルの取り組みにおいて、
行政単位を越えた情報提供拠点施設の必要性が示
唆された。今後、がん治療学会のガイドラインの整
備等がニーズをさらに増大させる可能性が考えら
れる。また、相談員をはじめとした医療スタッフへ
の啓発や学習の支援は医療連携の活性化に効果的
と考えられた。 
 
Ｅ．結論 
 がん・生殖医療連携体制の地域への普及において、
情報提供施設の拠点化、地域での情報交換の活性化、
看護師・相談員への啓発、学習支援が奏功すると思
われる。 
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